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の抄訳と本診断法の特徴
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はじめに
近年.陣苫児療育の早期化が急速に進みつつある。そ
の背景には，1979年文部省が全児童の就学義務制を敷き，
それに伴い障害児も教育現湯で受け入れられ，防害児教
育の重要性が認識されるようになった。そのため学童期
の児童を受け入れてきた養進路設は，念、K空席が憎し，
就学前の障害児にも円を向けるようにTょったζとがあげ
られる。また厚生省も， 1974年障害児保育事業制度化を
決め，障害児を母鋭の就労の有無IL関係なく保育所IC入
所させ，保育をうける級会かj~られるように配慮した。
乙のように就学前幼児の療育の場は，著しく納加してい
る。また 1948年に各~道府県の保健所においてスター卜
した乳幼児健康診炎は，ゆ61年ILは“三歳児健診"と形
を変えた。更に3歳での防害の発見では手おくれである
場合が多い乙と， 1歳、ドでほとんどのチどもが独歩可能
で，言語においても毎意味語がで始めていること ，など
のf理由により， 1977年から“一歳半健診"も行なわれる
ようにな った。実際乙の10年間で実飽した市町村は， 27 
%から965杉に.受診省は52%から869彰へと上昇し 防宮
の早期発見への認識の高まりがうかがえる。 1)
乙乙で早期に防力が発見された場合，次のような2つ
の問題点を含んでいる乙とを認識しておかなくてはなら
ない。 lつは発注の個人去を障害としてみなしがちであ
る乙と。もう lつは際苫が明らかに発見されても.それ
についての対処法や行政的制度が無ければ発見する ζと
臼体が，家族特lζ母殺に対していたずらに不安感をもた
せるにすぎない乙とである。つまり早期に附宮を発見す
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ることの前庭として，乳幼児期について適切な発達評価，
助言あるいは療育法の確立が必要である。
前回，本紀要において実施した経験を含め， ミュンへ
ン機能的発達診断法 (0-12カ月)2)は.防害児のため
の適切な発注評価法である乙とをすでに報告した 3)。そ
乙で今回はまた翻訳されていない12カ月-36カ月を訳し，
実際に乙れを用いて発達3平価を実施した例に基づいて，
本診断法の特性を報告する。
乳幼児発達評価法
本診断法も乙れまでの様々な評価法の影聖揮をうけ作成
されたものである。乙乙では本診断法K影響を与えてい
るとみられる主な3つの乳幼児の評価法としてゲヲゼル，
ビューラー，ベーレーをとりあげ簡単に紹介する。さら
に本診断法の独臼性についても背反する。
1.ゲゼルの発達尺度 4)(A. Gesel， 1925， 1941) 
彼は発i主を成熟してL、く過程とみなし，その過程はす
べて子どもの行動を観察する乙とによって明らかになる
と」号えた。そζで多くの正常児を細かく観察する乙とに
よって生後4週から56週まで 4週乙とに発注尺度を作成
した。また彼lよ子ともの発達を5つの傾械(表一 1)に
分けた。乙の分類はチともの全体像をとらえるために適
切な分類である。彼の用いた検貧道具(つり愉 ・積木 ・
はめ板など)や評価法は，現在でも多くの検査法の益と
なっており， 0-ωヵ月までの子どもに適用できる。し
かし彼の評価法は，観察に主眼を白くものであり，はっ
きりとした教示法は示されておらず，そのため評価の客
観性が仰にくい，評価に時間がかかるなどの欠点も指摘
されている。5)また56遡をすきると ，18カ凡，21カ月
と3カ月乙との発注尺度しか示されていない。
2.ビューラー，へッツアーの幼児テスト (Buhler一
??，?、
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Hetzer， 1932) 6) 
ゲゼノレによる発達尺度をさらに客観化したのが乙のテ
ス卜である。乙のテストでは，人間的行動に 6つの基本
方向(表ー 1)をおいている。表- 1からわかるように
ゲゼルでの適応行動にあたる領威が非常に細かく分類さ
れている。感覚受容とは感覚刺激を受けとめた運動(例
物を追視する)，学習とは経験や記憶による行動変容で
模倣を含んだもの(例:隠された 5コのもののうち 4コ
見つける)，材料処理とは外界の事物の働きかけで環境
を変化させること(例 .描いたものを命名する)，精神
的創出とは工夫したり考えたりする(例:あやつり人
形を組みたてる)能力を意味する。検査結果は，それ
までターマンらによって使われていた知能指数Clntel
Iigence Quotient)に習って，発達指数(Developme 
ntal Quotient)で評価した。また結果をプロフィ-
Jレで示すように工夫した。乙れらの結果の表し方は，現
在も広く踏襲されている。日本でも乙のテストの影響を
うけ，いくつかの検査が作成された。牛島義友らによる
愛研式乳幼児検査法8)がよく知られているが，現在はあ
まり用いられていない。 1カ月から72カ月までの子ども
に適用できる。本検査は，前述したように認知的能力評
価に比重を置きすぎている。
3.ベーレーの幼児発達評価尺度 9)CBayley， 1932， 
1969) 
乙の尺度は，アメリカのパークレー児童福祉研究所に
おいて 1度目は4，500人， 2度目は1，262人にわたる
多数の正常児からまんべんなく標準化されており，統計
的にもうまく処理されている。この尺度は 3つの尺度
(表一 1)から成る。特に幼児行動記録は検査時の子ど
もの行動自体を評価するものでありユニークである。ま
た結果の表し方は，従来の知能指数 C(精神年令/生活
年令)x 1∞)で表すのでなく，発達指標 Cdevelopmen
tal index，lD)で表すよう工夫している。発達指標と
は，平均100，標準偏差16の標準偏差得点て、表し，対象
児は同年令集団のどの位置にいるのかを示すものである。
発達指標は精神尺度 CMentallD) ，運動尺度 CPsy
chomotor ID)の別に求める乙とができる。 2カ月か
ら30カ月までの子どもに適用できる。しかし障害児の評
価に対しては，精神，運動の2尺度では問題は明らかに
なりにくい。
2) 10) 4. ミュンヘン機能的発達診断法 (1978， 1977) 
本論文で紹介する乙の検査は，ミュンへン小児センター
において， 0から12カ月児については1，660人， 12カ月
から36カ月児については375人から作成されたものであ
る。 本検査の特色である多機能診断の名のとおり，発
達を7つの領域(表一 1)Iζ分けている。0から12カ月
までと12から36カ月で領域の分け方も変えている。結果
は，知能指数や発達指数を用いず，各領嫁ごとにできた
課題の9096通過月令値で.各領域の発達月齢を評価する。
そして求められた 7つの各領域月齢をプロフィーノレで表
す。 9096通過月紛(調査した子どもの90%がその課題を
満たした月齢)で評価する理由は，先に述べた早期の障
害発見IL伴う危険性の 1つ，発達の個人差を障害とみな
すことを防ぐためである。本検査はつまりスクリーニン
グの機能も備えている。そして指数を用いずプロフィ-
Jレで・評価する理由は，本検査は，正常児との比較を主眼
lζ置くのではなく，個人の機能領域聞を比較していくと
とで治療へと結ひーつけるととを目的とするためである。
また障害児のための検査であるため各領域ともスモール
ステップで項目が組まれていて発達の少しの進歩もとら
表 1.4つの検査法にみられる領域の分類
A.Gesellによる
5つの分類 組大連動
ビ 1ーーラー へ吋
37Jζよる会類 1 身体運動
ベーレーによる分類H遂動尺度
ミュンへン法に
よる分類
適応行動
精
知 党
微細運動
神
把握
手指運動
C 2 ) 
言語行動
個人 ・社会的
行動
社会性
尺 度
幼児
行動記録
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え易くな っている。乙の乙とは障害児を治療(療育)し
ていくうえにおいて重要である。なぜならば，そうする
ととで母親への動機づけが高まるとと，治療者も小さな
進歩を促えてチどもの発途を評価できるからである。乙
の検査の作成メンパーの一日であるシャンベルガー(R.
Schamberger)は， I治療は発達診断による鑑別K基づい
て行なわれなければならない。基本診断をせず治療する
乙とは試行錯誤による“過少要求" “過剰要求"との
間を揺れ動く乙とになる。 ・ (中略)ー ・…それだけで
なく線気 ・喜・びといった基本的精神能力への動機を阻害
する。1)Jと述べている。
また 7つの領峻の中には，身辺自立に関する領域が設
けられている。現在日本で多く用いられている発達検査
法は，検者が子ともに課題をうえ検査をする方法かある
いは津守式18kみるように，すべてが問診法であるかのと
ちらかである。子どもを専門家によって客観的に評価す
る乙との重要性は誰れもが認めると乙ろだが，その場合
問診に頼らざるを~~ない身辺自立については省かれてき
た。しかし障害児の場合，身辺自立はi重要な問題となっ
てくる。本検王室では，子どもへの検査と母への問診の組
み合わせをしている点も評価されうる。以下本診断法を
M法と略記する。
方 法
ミュンへン機能的発達診断法の抄訳一
本検伐のo_.r期はすでに出版されている。 乙れはそ
の続編ともいうべき12カ月から36カ月までの発達診断法
であるが銘文訳はまだなし、。そ乙で本検査内容について
抄訳を次1:示す。
1 1'7-
生後 1年間のチどもの発注は，大切であるととが綴々
な研究結束より明らかである。
発退陣さについて治療的にできるだけ半く関与し，す
なわち人間の機械の可塑性が高いうちに関与できるよう
に幅広いスペクトラムを含んだ診断方法によって異常発
注を認鳴する必妥がある。乙の診断法はアメリカのベーレ一
発達検査，マッカシーの子とも能力テストを基にしてド
イツの子ともにぴったり合った鑑別診断法を得る乙とを
副的として試行された。
E 検査内容
検査は 7つの領域に分けている。検fi項目，刀法，用
具，評価益準について表2から表71:示す。またそれぞ
れの項白についての259彰， 50%， 75%， 90%の通過月令
を表8から表131ζ示す。 (*1大運動については本紀要 12)
で報告したので除く 。)
回結果の示し)j
本検査の評価用紙を図ー 1K示す。図一 lの中の 1-
6及び9については，検査時の綾子をそれぞれ観察 ・評
価して記入する。図 lの?については本稿では説明を
省略し，凶一lの8と凶 1の右半分のプロフィールに
ついて説明する。
1.テスト年齢の計算
生活年総は，検低年月日から誕生日を引き算する。 2
歳では日数を~数lζ換算する。 3 歳では月齢を用いる。
♀~の湯合は.早く生まれた分だけ週数を引き算する。
2歳台では. 3週以tの早産の場合を， 3歳台では， 1 
カ月以上の早産の場合を生活年齢から号|く。
例. (4週間の早産児の場合)
年 月日
検査年月日 1976年 1 (10) fJ 13 (43)日
誕生日 1975年 4 月 28 臼
年令 l年 6 月 15 日
= 18カ月 2~
修正年令=テスト年令=17カ月 2週
2.発達状況の決定 (50%タイル値に漉いて) (図-J
の8)
発注は1Quartaleというtj1位で表わす。 1Quartale 
=3カ月である。発注の状態は子ともが解いた課題の50
%通過J1齢で示される。 Quartaleは以下Quと略記する。
例 1.ある子どもは，言語ぷ現の矧域において課題10
まですべて“+"であった。課題10の50%通過月総は19
カ月 (ぷ 10参照)なので7Qu (18-21カ月)と3平価
される。
課題は各機能領域ごとに90%通過月齢の早いものから
!頓にならべてある。しかし lつの領以内で，できた課題
が分散する場合は，両}jのQuで‘評価すべきである。
例2 ある子どもは言語去現において課題5，6， 8. 
10ができた。最低線は，課題6の50$ぢ通過月餅の16カ月
で6Quである。段高線は，認題10の50%通過月齢の19
カ月で7Quとなり発透は 6/7Quと決められる。
3.発述プロフィーJレ作成 (90%タイル値K基ついてー
凶 lの右下分)
発注プロフィーJレの主機能は，
a年総集団の最低線 (90%7)<準)から子どもの結集の差
を示す。
b治療方針を容易にする。
c個々の領域聞の結果の不一致をわかりやすくし，それ
による差異診断から治療の重点を示す。
乙乙でもQu(= 3カ月)によって表す。そしてできた
課題の90%通過月齢によって検n:されたQulr斜線を入れ
( 3 ) 
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名前
図1. ミュンへン機能的発達診断法(2・3歳)評価用紙
生年月日
I 検査時の外的刺激の影響
妨げられていない 妨げられた 妨げられた
2 子どもの状態
疲れた ・眠い 空腹 興喬している
やや疲れている やや空腹 やや興奮している
元気 j筒腹 洛ちついている
3. 母と子のかかわり
〔遊びの誘いに対して〕 応じる 時々拒絶 いつも拒絶
〔要求lζ対して〕 従う 時々従う 全く従わない
4. 検者と子のかかわり
{遊びの誘いに対して〕 応じる 時々拒絶 いつも矩絶
〔要求1:対して〕 従う 時々従う 全く従わない
5 検査所要時間 )分
〔子どもにとって長過ぎたか〕 いいえ 幾らか はい
6 検まま中の態度
〔子どもは自分の能力を示しているか〕
両親の評価 はい 幾らか いいえ
検者の評価
7. 検査結果
はい 幾らか いいえ
平均以上
(~25%) 
平均
(26一74$ぢ)
もうす乙しで平均
(75-90%) 
粗大運動
手指運動
認知理解
言語表現
言語理解
対人関係
自立性
(身辺自立)
8. 発途状況 (50$ぢタイノレ億1:基づいて)
粗大運動 Quartal ( ) Quartalは3ヶ月)
手指逐動 Quartal 
認知理解 Quartal 
言語表現 Quartal 
言語理解 Quartal 
対人関係 Quartal 
(身自辺立自性立) Quartal 
9. 今後の診断処置
継続検査の必要性 ない ある
治療の必要性 はい ある
平均以下
(>909的
修正年令: ヶ月
Quartal 
(4 ) 
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ミュンへン機能的発達診断法 発達プロフィーノレ (909ぢタイル値)
乙のプロフィールは、その子どもについて解けた課題の到達月令が相応する月令(生活年令)グループ段低要求で
ある90%水準からみてどれだけ到達しているかを示している。
チどもの名前
検査者の名前
検査日 修正
月令
16Qu 
15Qu 
14Qu 
13Qu 
12Qu 
llQu 
10Qu 
9 Qu 
8Qu 
7 Qu 
6 Qu 
5 Qu 
4Qu 
3 Qu 
2 Qu 
1 Qu 
組大運動 微細運動
腹臥 座位 歩行 手指 認知
'---
-阜産の場合は生活年令から早過ぎた週数を引かはければtJ.らない。
生年月日
三Eコき 圭ロ五
表現 理解
例えば4週間早く生まれた14ヶ月の子ともの場合は、修正年令13ヶ月となる。
( 5 ) 
社会性
対人 自立
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表2. 感覚辺動発達(手f旨述動11:重きをおくもの)
概袋:適当な机IC子どもと向かい合いすわる。ほめたりする動機づけは許されるが
W~答の際，援助する乙とは持されない。
bの印のものは，左右どちらの手κも試行する。
諜 凶 用具 評価法
I 悩木のうち合わせI4コの紛水
2.ピンセット鐙り |小さい物
3. iU子爆り 1 (ほしぶどう)
4 .自illJiU前後Icjflす |小さな自動車
5. 2コの円筒を重ね!大小の円筒
る 1
6. 2コの総本を陥む 12-3コの仰木b
7.なぐりlYき 紙 (A4)鉛司i2本
8. 3コの積水を積む 13-5コの積水
?????
? ?
?
???
??
??
?
?
?
?
? ??? ??
?
?
??? ??
?
??
??
??
?
?
????
?
?
↑??
?
?
?
? ???? ??
?
??
?
?
?
? ? ?
??
??
??
??
?
??
?
?
?
?
?
? ?
?
??? ???
??????????
? ???
? ?
?
?
? ??っ???
?
?? ?
?
?????? ?? ?? ?? ?
?
??
??
?』 ?
?
?
?
? ?
? 、 、
?
??
?
?
?
? ??
??
?
?
?
??
?
???? ??
??
???? ?
?
??
??
??
? ??
?????
? ?
?
? ?
訟行法・呈示法
検者は子どもの前で積水をうち合わせ，子|少なくとも 2回うち合
どもに複す |わす
子どもの手の届くとζろにおく 15試行までにのばした
示f旨と級|旨でつまむ
I 5試行までにまけた示
指と親指でつまむ
むiの上で前後lζ恥走らせ.子ともに酎 IOcm以上机のJ:て必ら
す
小が」二・下どちら向き
でものっていればよい
3試行までに紛める
まっすぐor軽くまがっ
た線をかく
ひもに玉をはめ.それから玉の中にひもを|玉を通せなくても.穴
とおしてみせる。そして玉の穴とひもがむ IICひもをはめればよい
き合った状態で子どもの前ICおく
5コ積んでからくずして子どもの前ICおく I3試行までに積める
途中助けない
らせん状の線をかいてから，子どもに鉛筆 13つの円のらせん
を渡す
2皮つかみなおしてふたをあけ.しめてか I1度つかみなおす
ら子どもに渡す
121C同じ I 3コの玉をはめる
× 
???
大の上IC小をのせてから，両円筒ともふせ
て子どもに援す
2コの政木をつんでからくずし，子どもに
渡す
省いてから手をあけ'る。そして子どもに鉛mを援す
3コ附んでからくずし，子どもの前におく
途中似Jけはい
スピラーレがチともに.mIUになるようにお
く。本をもってやってもよい。
すべての鎗をとり，大きな2つをはめ，中く
らいのを子どもIC援す
紙ICかいてみせ，鉛mを乙どもに渡す
× 
??
??
それぞれの手11:2コずつつかみ，子どもの
前IC2コずつペアにしておく
7 ッチmと直角1C7 ッチをおく。ふたはあ
けておく。箱からつきでた7 ッチは入れて
やってよL、。例示しでもよい
おもちゃのねじをまわす。子どもに渡す
????
151C同じ
いくつか獄んでからくずして子どものiijlC
おく。途中助けない
ふたをまわしてあけてから.子どもの前IC
ふたと容認をおく
垂直線，水平線をかき，子ともに鉛慾をわ
たす
21C同じ
211C同じ
( 6 ) 
3つの点orすベらした
あとがある
3試行までにつめる
2ページめくる。上→
下ICめくるのはダメ
少なくとも2つはめる
2秒t:lHiつかんでいる
5試行中3本入れる
自分でおもちゃをもち
3回転
ふたをまわしてあける
3試行までIC積める
2問うまく回転させる
とちらカ〉かける。ゆカi
みはよい
211C閉じ
211C同じ
26.ハサミでl));る |子供用ハサミ，紙 I0 
27.衣服のスナップを |スナップついた布 I0 
はめる 1 1 
28.机上でソーセージ|ねん土球2コ I 0 
形をつくる 1 
29.手本をみて円をか|紙 (A4)鉛筆2本 I x 
く
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?《
?
??
ハサミで紙を切ってから，子どもに渡す。 12本のりntfr線
紙をもって助けない。 I
スナ yプをとめてからはずし子どもに渡す|ボタンを穴にあてれば
|よい
琢を机上でのばし細長くする。子どもにも 15回の回転運動
粘土球を複す | 
円のかいてあるカードを見せ，紙と鉛mを131式行まて'ICかく
渡す
表3. 感覚迎!IVJ発i主(認知即解に重きをおくもの)
続姿:先と悶じ
課 題 用具 f価 法{JIJ示の有・1m 試行法・呈示法
ゃ????
?
??
??
?
??
??
???
?
?
?
??????っ ??? ?
?
? ?? ?? ?
?
?
? ???
??
??
x I子どもがひもに届くようおもちゃを間き. Iひもをつかんでひっぱ
おもちゃを動かす |る
o Iボタンを箱の中IC入れ，言葉 ・身ぶりで子I3回入れる
|どもを誘う
01紙IC書きちらし，子どもにも鉛筆を渡す |跡がなくても紙にふれ
|てL、ればよい
x I子どもを車で遊ばせた後，円笥を車ICかぶ I3試行中. 2回Jliをさ
せる。 子どもが他を見ていれば，円筒を少|がす目的で円筒をもち
しもちあげてもよい |あげる
5.さしζみ仮IC木鎚1;木船とさし乙み仮
をさし乙む
6.大きい円筒iζ小を |大 ，小の円筒
入れる
7.円形の小桁をしめ |ふたつき円形箱
る
8.小位いの円筒lζ小 Irl' .小の円筒
を入れる 1 
9 :はめ仮IC円をはめ!大きい内とはめ仮
る l
10. 2コの円筒から 11同じ大きさの円筒
つの物をみつける 12コ.物(小さな
|車)
1 大小の円板をはめ |大小の円とはめ仮
る |
12. 3コの円筒を重ね |大中小の円筒
入れる 1 
13 はめ板IC3つの形|大きい円.四角
をはめる |三角の仮.はめ仮
??
??
?
?
?
?
? ??
?
???????
?
?
?? ? ??
?
???
17.大中小をMICなら |大中小の円5枚ず I0 
べる lつ
。1 ;本だけさしζみ.木Ml;を子どもに手渡す
× 2つの円筒をふせずにおき，小を大IC入れ
るように励ます
和とふたを別々にして呈示。× 
× 61CI司じ
× はめ仮とドlをおく
× 2つのふせた円筒のうち 1つに物を入れ，
左右を入れかえる
× あてはまるはめ仮と門が交差した状態で大
小の円をおく
大をまん(1'1ζ して 3つの円筒をiFiく。試行"'ft右の円筒は交険
仮はあてはまるはめ仮のiijlC交来しておく
託行乙'とIC配置をかえる
x 
× 
3試行中2本.ゆがみ
はよい
小は上向きでも下向き
でもよい。
3試行中 I@Iうえにの
っている
61cI日lじ
3試行中2回はまり
乙まなくてもよい。
3試行"'2回。入れた
方を示す。
3 ~t行，'，21I! 
3試行中2回
3!式行rT2@1
1句.辺1一致していな
い，折り目がある
6つε"4つの丸太入れ
る
!日l隅'hcm以下，っきで
かた'hcm以下で5コ並
べる
大.中，小のflJをならべさらに大.中，小I5コの円を正しくおく
を円をj彰ζ'とに重ねておく。 U.り仮を大.
中.小の順を変え子どもに渡す
紙を半分ICおり.子どもにも同じように折
るよう励ます
三jrJ以外の丸太をふたを迎して入れる。 3
@Iまで例示uJ
5コを-91)C並べ.子どもにも積木を与え
る。
( 7 ) 
戸... -r 
? ???《 、????????
?
。
??? ?? ? ???????。? ????
?
? 。???????
??
可.... 
旦1児
。6組の絵カード
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????????
?
? ?
12コlt6コiF.しくおく
土台のfl'木の|日JY2cmで
なくてもよい
l試行でやる。防水の
川|府Y2cm以内
それぞれの円筒1:ちがう色の駁木を2コず
つ入れる。残りの12コの術水を子と‘もの自ij
ICおく。誤っておくと訂正して続ける
3コで橋(2つの問JY2cmで上lζ1つのせる)
をかげで作り.子どもIl:m*をさしだす
すきまのないように4つの防本でiF.1i形を
つくる。かげで作る。子どもにw;+.:をさし
だす
。
。
円筒形のft'j(4つ)
20コの節水(4色)
同色積木6コ
間色m木8コ
19. 4色をIIlIiIζつけた
す
20.まねて積木で橋を
作る
21.まねて積木で疋方
形を作る
言語発達(言語表現1:重きをお《もの)
概要:言語は検査者1:よって， 活性化される乙とは幾しし、。従って母鋭からの
聴取を評価する乙ともできる。そのような課題はMという印がつけられ
ている。
表4.
評価法
ダダ.77など
車→ブルンなど
法
?????????????、?
?
?
??
?? ゃ
?
?? ?
?
? ??
? ? ?? ??
刀Z法 ・呈fT 試例示の有 ・無
x 
× 
M 
M 
具
し
し
用
な
tJ. 
題
1.彼音節を発声する
2 . Al:初の意味のある
幼児語
3.物音や声をまねる
諜
何をまねしているのか
はっきりしている
両親IC対してのみ使う
× M しな
パバや77といいますかワM しな4.パパあるいは77
一定の音声で要求する?
? ?
?
?? ? ???????
?
?ょ? ??????? ?? ? ??
?
× なしor好きな玩具
M 
5.窓味ある音声表現
で要求をしめす
6!f1認を使えればよい何を認すか母1:たずねて書きとめる。その
中のものを子どもに示す。
× 
??????
?
? ???? ????6.幼児語で6つの有
意味語を話す
3試行111コlζ答える
1つ日まねする
母の報告より言えるものに「ζれは作<)?J
と将ねる
尽の報告より言えるものを r..…と言って
どらんJとb、う
何をUiしますか?と尋ね単語を曾き留める
× 
× 
ポー ル.IlIのよう
なよく知られた玩
具
な し
?????? ?
?
?? ?
8.要求された単語の
似P~
9.名詞 ・動詞 ・形容
詞を使う
10.幼児語で2語文を
話す
少なくとも lつずつは
使う
2lf1t.5のくみ合わせ
M しな
幼児認でもよい
????? ?????? ???????
?
?
?
?
??
?
? ???
カードを順ftilζ呈示し，乙れは何ですか?
と勿ねる
総1空中1:lJ，!祭されなげれば，あなたが話し
た文の汲後の単語をくりかえすかヲ
何という名ですか?と尋ねる
× 
x 
M 
M 
し
12枚の絵
な し
な
11. 12枚中8枚の絵lζ
1:答える
12.文章の最後の単語
の復唱
13 計られ，名前を
14. ..私"のような代
名詞を言う
性でなく名iFiのみでよ
自分のものをどのように言うか?子どもが
もってきたものに・・ζれだれのかな?..と
尋ねる
101:同じ
x 
× M 
し
し
な
な
欲しい物の名jijを言う51ζ|司じ
(8) 
M 
好きなおもちゃM
しな15.幼児語で3語文を
訴す
16.適切な言葉で物を
要求する
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????
自分の名目ijをいう自分自身の乙とをなんというか?× しな17.自分の乙とを名前
でいう
18. “乙の子は何をし
ているのか"
19. 5音節文(3詔文)
復目日
3枚中2枚
3文中 l文
絵を呈示し.何をしているか尋ねる
次の文をロまねさせる ①人形1;1かわいい
②mがある ③・・ーちゃんは遊ぶのが好き
だ。
foilか尋ねる
× 。3枚の絵しな
tU数Jf;でいう
3文中 l文次の文を口まねさせる ①子供がベ y トに
いく ②少年は取をもっている ①子ども
i創立よろとんでお菓子をたべる
111:同じ
3枚の絵
しな
20.名詞のw.数Jf;
21. 5 tlHIf文復唱
× 12枚の絵
????? っ??? ??? ???
?《?
?
?
?
? ?
????
4問中2問lC答える
1711:閉じ
??????????? ? ?
?? …?っ ???っ??
?
? ???? …? …??? 。? ??
× 。しし
な
な
言語発注(言語思解1:霊きをおくもの)表5
例示の
有 ・無 評価法
1.要求された物.人
を探す
そのものの方向を向く
指さ しは必要ない
試行法・呈示法
?????? ?? ??? ?? ?? ??
??
?
? ??? 。? ??? ?? ??
?
???
?? ??? ?
× 
具
ポール，車なとよ
く知られたもの
?
題諜
!WJきをとめ、少しの|目]
活動をやめる
物をとれば.人にわた
せなくてもよい
2t文をj行さすorみつめ
る
自分or相手を指さす
呼ばれた方を見る
祭止されるとどのようにしますか?検査中
も表情を伴わず"やめなさL、"という
母が子1:“人形を私ICもってきて"なとと
う。その物を指ささない
子どもの前1:カードをならべ“ーはどと?. 
と尋ねる
母iζよって知っていると報告された体の部
分を“ーはと乙?..と尋ねる
ひとりで遊んでいる時、名古ijをよぶ。戸の
大きさをかえす2回
41ζ信]じ
x 
〉ぐ
× 
× 
M 
?????? ?
????
なし
なし
1ζ同じ
2.然止をJ1J]解する
3 . rntjl.必要求1:従う
4. 4枚の絵の2枚を
惜し示す
5. fiねられ身体の部
分 lつ街示す
6.自分の名lζ反応す
る
7. 8枚の絵の4枚をmし示す
8.指示された2つの
行動.f11!解
4枚を惰さすorみつめ
る
"ボールとってきて7711:ちょうだい"
“人形をお乙して机の上1:おいて"など
という。指示は 2@くり返してよいが、
× 
× 
1-8までの絵
よく知っている物
途'1'で指示してはダメ
511:liJじ 511:I.iJじ× なし9.将ねられて身体の
3つの部分を惜し
示す
8枚を指さすorみつめ
る
4 問中 31:'~
4 ICI司じ
???? ?
?。??????? ?
?
? ? ? ?? ?? 、????
?
?
?
??
??
( 9 ) 
× 
x 
1-12までの絵
大小それぞれのポ
ール，人形
10. 12の絵の8枚を抱
し示す
11.大小がわかる
-266-
??????っ?
??
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?
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?
?
?
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?
?
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?
??『?
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× 1mと積水をおき箱の①上②下③償④後IC積 I4 r，n中211Jl
木をおくように指示する
× I 3枚の絵を呈示①飛ぶのはどれ?①走るの I3問中2問
は③泳ぐものは…ーとたずねる
x l検査室ICないもので，例えば①スプーンで |言葉，身ぶりで2問
①舗で③カソプで何をするか理事ねる
× ICDt.lU'吋お腹すいたとき@…|訪山で2ml
ときとうするか杯ねる
× Iカードを示し“どれが-ffi長い?..と君事ね 3試行中2回
る
表6. 社会性発達(対人接触に重きをおくもの)
概要・いくつかは観察できるが，家の範囲のものもあり，母IC君事ねる乙とによって評価する
課 用具 者干価法題 例示の有・熊 試行法・呈示法
1.人みしり | な し
????
?
ー ?
????????????? ?? ?
?? ?
?? ?
5.親しい人を呼ぶ | な し M 
6.身ぶりで要求表現| な し M 
7.相手とボールで遊|中のボール1つM
.M 
8.ぬいぐるみを愛機|ぬいぐるみ.人形
I M 
9.大人におもちゃを|なしorおもちゃM
示す
10.家事をまねる | な し M 
11.おもちゃ片付けを|いろんなおもちゃ
手伝う I M 
12.家事を手伝う | な し M 
13.鬼どっ乙をよろζ! な し M 
ヰ〈
14.人形の世話をする| な し M 
15.友だちだけで短時| な し M 
!日l遊べる
16.自分を手ムという | な し M 
17.自分の性をいう |傑の男子 ・女子の
カード
18.順を守って遊ぶ |さしζみ板.16本
の木地
????????? 。? ??? ?? ? ?? ???? ??? ???? ??? 。???。??????????
? ????????
???
× 要求をどのように表現しますか? 物をはっきりと示す
3試行中乙ろがそうと
する
撫でたり，キスする
2組員n.頻繁である
3コ片付ける
2種m
捉える.透け'る規制鹿
島7
人形IC食べさせる，ね
かせる
15分I:l
ポク，ワタ シという
3問中21l.l.ただし@
C~正しくなければダメ
4聞は検者と交符です
る
。2mはなれてすわり，ポールをζろがす。
例示可
ぬいぐるみを与え，観察する。家でぬいぐ
るみで何をしますか?
あなたにおもちゃに気付かせるため，来て
おもちゃを示すか?
母lC尋ねる
m木などの課題のあと“片付けなさい"と
し、う
家で簡単な用事(食器を机上ICおく.お皿
をは乙ぶ)できるか?
他児と鬼乙 っζできるか?
× 
× 
× 。
x 
× 
x 人形で何をしますか?
友だちだけで少しの|日l遊べるかワ× 
× 自分について話すとき名jijをきうか私とい
うか?
カードを呈示し①男の子は?②女の子は?
③あなたはどっち?と尋ねる(女の子の場
口①→①→③の順lC)
板をおき， 子どもと 8;$;ずつ木bsを分ける
“ではわたしがやりま廿 "“次 C;lあなたです。'・
2但lずつやる。 4本目からはだまってやる
。
(10) 
級要:対人後触と同じ
杉田他;ミュンへン法の抄訳の特徴
表7. 社会性発i主 t自立役lζ.!I!きをおくものj
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諜 題 ilfi 試行法・呈示法 号干 法
1.さじをcw:もっていく
2.者!悦i時，協力する
3.自分でコップをもってのむ
4.さじで食べる(乙lます)
5.ソックス，制t.帽子を脱ぐ
6.さじで自ら食べる
7.自ら手を洗ってふく
8.バンツ.ズボンを脱ぐ
9 さじで食べ終える
10.コート，ジャケットを脱ぐ
11. (簡単な)衣類を身につける
12. トイレを適切に要求する
13.たいてい夜尿はしない
14.指示lζ従い訂る
食事の際自分でスプーンを侮ろうとするか?
着脱の際着せられたままか?助けるか?
自分でコップから飲めるか?おくときは手伝
わないとダメか?
食事の際似jけなければどのようにするかワ
ソックス，制t，帽子を脱ぐかつ
スープを l人で食べられるか?
手を洗ってふくか? 顔は洗うか?
自分でパンツ，ズボンを脱け'るかワ
さじを{吏う食事なら 1人できるかワ
チャ yクがはずされていればコートあるいは
ジャケットを脱げるか?検査時もっていれば
やらせる
2. 3の衣類を身につけるかフ
トイレ1:行きたい時適切に要求するかっ
夜おしめをつけるか，そのままかつ おねし
ょはどうかワ
臼分でJlfl.をれるか?
スプーンを侭り.m:が傾けると日をも
っていく
要求されなくても足をのばしたか，も
ちあげたりして協力する
l人でコ yプをもち，のみ，コ yプを
おく。
スプーンf(満たしてやれば，それを口
へ述び食べる。食べ乙ほしてもよい
1つ脱け'る
阻のスーフ・の大部分をたベる。食べ乙
ぼしてよい
手を ζすって洗いふく。石けんは使え
なくてよい
チャ yクをあけてもらえばノマンツある
し、はズボンを脱ぐ
l人で食べ終える。食べとほしは少し
ならよし、。
チャ yクがはずされていれば脱〈
簡単な衣灯i(パンツ，シャツ，ソック
スなど)を身lζつげる。衣mはゆがん
でもよい
大 ・小使とも適切に世!1らせる。不利な
状況時の失敗はよい
たいていおねしょはしなL、。 l時々の例
外はよし、。
Fともに教えてやればチャ y ク以外ひ
とりできる
、 ????
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表8
机上でソーセージ h28. ~~-;- ~ : "7.... ， b 
・1彰をつくる V 
感覚運f自動発動達(手速 ) 25~彰 ω9杉 75~杉 90~杉 29.手本をみて円を書く
1.積木のうちあわせ 7.5 8.5 9 9. 5 表9
2.ピンセ y 卜健り b 7 7.8 9 12 感覚運動発解達(認知理 ) 25% 50% 75% 90必
3鮒子握り b 9 9白5 10.5 12 l ひ手も前つきのおぱもちゃを 1(.ひっる 9 10.5 1 2 
4自動車部j後lζ仰す r-.11.3 -14 2箱のなかにボタンを-いれる 1 11. 5 -13 
5. 2コの円筒を亘ねる -16 3まねて書きちらす、i'J乙うとする 10.4 -14 
6. 2コの積木を積む 11. 6 12.7 14.8 17 4隠された車をさがす -15 
?なぐり書き 12.4 13.8 16 18 5さし乙み板iζ木鎚を-さし乙む -15 
8. 3コの積木を積むb 13.3 15 16 18 6大きい円筒Iζ小を入-れる -15 
9.絵本の頁をめくる 12 13. 3 15.5 19 7.円形の小箱をしめる -15 -17 
10.2つの輸をはめ乙む 13 -19 8中位の円筒lζ小を入れる -18 
11.直線をかく 14 16 18 20 9はめ板』ζ円をはめ乙-む -18 
12.ひもに珠玉をはめる -21 10.3コの円筒から lつ-の物をみつける -21 
13.5コの積木を積むb 15 17 18 22 15小の円板をはめ乙 -21 
14.らせん状の線をかく 17 19 21 24 12.，~コの円筒を重ね入.れる -24 
15.容器のふたをあける -24 13 はめ仮に3つの形を-はめる -24 
163も時玉を次々通 -24 14.まねて紙を折る -24 -25 -27 
17それぞれのま口コ
-の積木をつむ 13 15 18 25 15.課題箱 -30 
18 箱の中にマ ッチ俸を
-おく ト 20 -25 16.積木をー列に並べる 24 26 28 33 
19おまもちゃのノ、ン ドJレ
-をわす -21 -27 
17 大中小を順序よく並
-べる 23 26 29 33 
20.容器のふたをはずす -25 -31 18.3つの絵をつけたす 22 27 31 33 
21. 7コの積木を積むb 23 25 29 32 19.1つの色を順Kつけ-たす 23 26 29 34 
22.容器のふたをしめる 1-23 -33 20.まるねて積木で橋を作 26 28 30 35 
23垂直線または水平線
.をかく 23 29 32 35 
21まねて積木で正方形
.を作る 27 29 32 37 
24.8コの積木を積むb 24 27 31 36 
25.9コの積水を積むb 26 30 32 >36 
26.ハサミ で2回切る 30 35 >36 
27衣服のスナップをは
.める 28 32 36 >36 
(12) 
表10.
言語発注 (222吾ぷ現)
!被音節を発声するM
2紋初の怠味ある幼M
J日当」回'五悶
3物音や戸をまねるM
“パノマ"または
4 “7--::;''' M 
S. ~立味ある音FZI表現M
。で要求をしめす
6幼児認で 6つの有M
'意味語を~liす
7翌ね主nて事物の名
H'Jを這つ
8要日目求された単語を復
9 名J司詞、動;言、形容M
をつかっ
10.幼活児す語で2語文をM
11. ~枚の絵のうち 8枚
-の絵!(答える
12文Zの鰍 の単語M
-の 日目
13.尋うねられて名前を言
14.名"私詞のを"使のうような伐1川~ 
15 幼児語で3語文を
-話す
16 適当な言葉で物を
-妥求する
17pの乙とを名前M
品つ
“乙の子どもは何を絵
18.しているのか"(さし ) 
5音節文復EB
19・(日本誌の3語文か)
名詞の復数形
20. "(できない)
21. 5 I科書文復ug
22少の絵をすべて言
232ねられ臼分の姓
を言つ
24.反対語を言う
表 11.
言語発達(言語堕解)
l変・求された物あるい
ーは人を探す
25第 50% 
7 7.7 
10 1 
-11 
10.5 12 
13 15 
14 16 
13.6 16 
14 16 
15 17 
17 19 
-20 
18 20 
18 20 
19 21 
-22 
-25 
-25 
24 26 
-27 
25 29 
26 29 
26 30 
36 38 
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2去を止をf理解する M 8.8 9.3 10 11 
759杉 90% 3簡単な要求』ζ従う 9. 6 10.6 11. 2 13 
9. 7 12 4. 1苧3ーH-の絵のうち2枚をし示す 14 18 20 
12 14 尋分ね街られて身体の部5・ をし示す(1つ) 13.8 15 18 20 
-14.5 6.臼分の名IC反応する 一 -21 
13.3 15 7. ~ 枚mの絵のうち4枚を し示す -19 -22 
17 19 8動指示された2つの行flM解 17 -19 21 23 
18 21 尋体ねられて3つの身す9 の部分を指 し示 ー -24 
18 22 10122の絵のうち8枚-を しく指し示す -26 
18 22 11.大小がわかる -21 -29 
20 23 12.4前置詞がわかる 24 27 30 34 
22 25 “飛ぶのは?"を理13・解 -27 -37 
-26 ‘・・・で何をするか"14 ・を態解 -29 -36 
22 27 
a・ーの時どうします
15 ・か "を理解 26 30 34 37 
24 28 16 . 3 本咋I~・長を理解 31 33 37 40 
24 29 表12.
-24 一 社{対会人性綾発触注) 259ぢ 50% 75% 90% 
-29 l 人見知り 7 8.5 
-27 -29 2泊予まなどの身振りM川をねる 8 -9 10 11. 5 
28 31 3 求続めしいる人IC媛触をM 9. 5 -12 
-34 4.要求を矩絶できるM . ー -15 
32 36 5 観しい人を呼ぶ M -18 
32 36 6身振りで要求表現M 12 13.5 15 18 
-36 7検者あるいは母とMボーノレで遊ぶ 12 13.5 16 20 
35 37 8 ぬいぐるみを愛織M 11. 7 14 16 19 
43 46 9 主人におもちゃをMぷす 13.6 15 18 20 
10.家事をまねる M 13.5 16 18 21 
1I おもちゃを片付けM
-るとき手伝う 15 16 19 21 
12.家事を手伝う M 14 15 17 22 
(l3) 
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13鬼ζ っとをよろ乙M
-んでする 20 22 26 32 
14.人形の世話をするM 24 25 28 33 
15友だちだりで短時M
'rB1遊べる 23 25 29 35 
16.自分を私と言う 26 28 31 34 
17.自分の性を言う 26 28 31 35 
18.)1凶番を守って遊ぶ 22 28 33 36 
表 13.
社(会自性fr.発性達) 25% 509杉 75% 909ぢ
lさじを口KもってM
いく -12 
2.着脱時協力する M -14 
3臼分でコッフ。を持M
つてのむ 9.5 10.5 13.1 15 
4 さじでぼ食すべる
(乙) M -18 
日 ソックス、靴、相M
子を脱く、 13.5 15 18 21 
6さじで自ら食べるM 14 16 18 22 
7自分で手を洗ってM
-ふく 19 22 23 25 
8 ノfンツ，ズボンをM
脱ぐ -27 
9.さじで食べ終えるM 21 23 26 30 
10・をコー脱トぐ，ジャケッ トM 24 26 33 
11. ~簡単な)衣類を身
'11:つける 21 26 31 34 
12適切にトイレを要求
-する 26 29 31 37 
13たいてい夜尿はしな -29 -39 
14.指示Ir従って着る 30 36 40 45 
ーー一ー 」ーーー ー
る。そのうえIL子どもの生活年令のQuがすべての発達
範囲の上に繊切って示される線で表わされる。
結果及び考案
M法を用いて実際iζ検査し，評価を試みた。今回は正
常児20例.Down症児8例に試行した。その際現在最も
よく用いられている乳幼児の新版K式発達検資 (以下
K式と略す)も同時に試行した。乙の検査は，ゲゼル，
ビネーなどの発達検査をとり入れ，日本ICおいて標準化
されたもので，発達を運動，認知 ・適応、，社会 ・言語の
(14) 
3領域に分け，それぞれの領域の発注指数(DQ)と全
体の発達指数 (DQ)で結果を示すものである。
ζζでは，実際例を示しながら，“はじめに"のと ζ
ろで述べた， ミュンへン機能的発達診断法の特色①プロ
フィールで評価する乙とで個人の機能領域聞を比較し問
題点を見つけ治療へと結びつける②スモールステップで
課題が組まれているため発達の少しの進歩もとらえやすく
なっている③検査と問診を組み合わせ，身辺自立l函も評
価しているの3点が生かされているかと‘うか検討してみ
る。
Iプロフィール評価について
検査はそれを行なう乙とにより，その時点の状態を評
価する乙とだけでなく，どんな点に今後注意していけば
よいのか，あるいは治療していく場合はその方針の得ら
れることが重要である。
症例 1(正常児群，生活年令13カ月，図-2参照)
K式(図2-a)では全体のDQは88と正常範囲であ
るが.3領域の中では，認知 ・適応においてDQ84とや
や低かった。
M法では図2-bにみるように，テス ト年令は13カ月，
すなわち 5Quで・ある。それ以下にマークされているの
は，手指運動の領域のみで4Quで‘あった。検査内2与を
見直すと積木も尺骨倒IJ で不器用に把握し，鮒チ握り
(課題3)も来通過であった。認知の領域では，隠され
た車を探す(課題4)木随をさし乙む(課題5)ができ
ており 5Quであった。つまり問題は認知能力よりむ し
ろ不器用さにあったといえる。 M式の場合乙の 2つの能
力(手指運動 ・認知)を認知 ・適応としてまとめて級っ
ている。 M法において問題点をより明らかにできたとい
える。
症例2(正常児群，生活年令17カ月，図-3参照)
K式では認知 ・適応がDQ82とな っている。その内容
は，包み込み(目の前で布Ir包まれた車をみつける) • 
予期的追視(垂直iζ立てた画用紙の後ろに隠れた車ので
てくる方を予期して見る) • 2コのコップ(物が隠され
ている方のコップをあける)といった物の永続性(記憶)
でのつまづきがみられた。しかし本児の場合，隠された
ものを“忘れている "というよりは.教示を理解してい
ない点あるいは理解しているが相手に合わせてやろうと
しない乙とに問題があるように恩われた。しかしK式の
言語 ・社会(:1.指さしもでており，語集3語もでている
ためDQ94であり問題とはされていなかった。
M法において本児のテスト年令は 6Qu (17カ月)で
ある。それ以下にマークされているのは言語理解につい
てで4Quて・あった。そして手指運動 ・認知領績ともに
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図2 症例 l正常児群13ヶ月
a)新版K式検査結果
京都国際社会福祉センター
鉛i ⑧ 
症例l F • F 
名 女
所属 検査者 杉田
開始 時 分 終了 時 分
検査日 62年 8月 4 日 日
生年月日 61年 7月 1日 日
慨n&引き 精密差し引き
l年 1月 3 日 398 日
生活年齢 年 月 換算 13 月|
領域別 得点 発達年齢 発達指数
姿勢・運動 54 377 95 P-M 
認知 ・適応 79 335 84 C-A 
言語・4士会 33 398 100 L-S 
三領成合計 (P+M)+(C-A)+(L-S) 
全領域 166 352 
8 Quあるいは6Quであり問題とはなっていない。
本児は検査場面においても生活場面lζおいても，自分
のやりたいようにやり，相手lζ合わせてする乙とが困難
な子であった。しかし表現は豊かであり，発声もさかん
であった。一番の問題点(というより本児の特徴)は，
検者の命令に従うよりむしろ自らの方法でやりたがる乙
とであった。 M法の細かい領域の分化によって本児の像
を浮きぼりにすれば， 言語表現も社会的対人関係の領域
も順調であるし，自分からの表現はうまくいける子であ
るが，言語理解の領域lζ遅れがみられ，相手の言った乙
とを埋解していないのか.あるいは命令に従わないのか
のいずれかであるといえる。
症例3CDown症児溌，生活年令4才6カ月，図4参照)
本症例はDown症児である。検査へのとり組みは非常
に良好で，微細i運動や社会性の発達は比較的良く 3才レ
ベル CI2Qu) f(_達している。けれども言語領域では 2
才前後のレベルである。理解面では，身体各部 C3つ)
(15) 
b) ミュンへン機能的発達診断法 発達プロフィーノレ
(90~ぢタイノレ値)
乙のプロフィーノレは、その子どもについて解けた課題
の到達月令が相応する月令(生活年令)グループ最低要
求である90%水準からみてどれだけ到達しているかを示
している。
子ともの名前 K • F 
検査者の名前杉田穏子
検査臼 修正 粗大運動 微細運動
月令 飯臥 座位 歩行 手指 認知
!6Qu 
!5Qu 
!4Qu 
!3Qu 
!2Qu 
!!Qu 
!OQu 
9 Qu 
21 BQu 
J917 Qu 仔巧/
15~、u 初i盟主
d5Qu 主乞~ {LL， ， 
914 Qu 勿君子/
613 Qu 
312 Qu 
! Qu 
生年月日 61.7. 1 
言語 社会性
表現 理解 対人 自立
弘5チ， 勿~
.r/~ 1'" ， 
機早産の場合は生活年令から早過ぎた週数を引かなけれ
ばならない。
例えば4週間早く生まれた14ヶ月の子どもの場合は、
修正年令13ヶ月となる。
を示す.8枚の絵のうち5枚を正しく示す乙とができてい
る。けれども表現では非常に発声が悪く ，国!きとりにく
い。しかし発声は笠宮である。今後とのような症例ICは，
身ぶり表現で窓志疎通をはかつていくとともに，言葉を
単純化した音声によって意志疎通が可能か否かも検討し
てみる必要があろう。
Hスモールステップについて
最も有効なスモーJレステップが組まれているのは言語
領域についてである。また12カ月から36カ月という時期
は子どもの言語発達iζおいて非常に重要な時期である。
というのはとの時期ほとんどの子どもが発語しはじめ，
情加させていくからである。また子どもの発達の遅れを
母親が気付くのは多くの場合言葉遅れによるものがか、。J3J
以上の意味においても乙の時期に適切なスモールステ y
プが組まれている ζとは重要である。操作 ・認知と言語
に関係が深いことは多くの研究 14あ指鏑すると乙ろであ
るが，乙乙では言語のみに限って述べる。
?????
?
?
?
図3. 症例2 正常児群17ヶ月
a)新版K式検査結果
京都国際社会福祉センター
姓 男
A.A 
@ 名
所属 検査者
開始 時 分 終了 時 分
検査日 62年 8月 25日 日
生年月日 61年 3月 13日 日
概算差引き 精密差し引き
l年 5月 12日 527 日
生活年齢 年 5 月 換算 17 月
領域別 得点 発達年齢 発達指数
姿勢・運動 64 480(16) 94 P-M 
認知・適応 104 418(16) 82 C-A 
言語・社会 39 474(16) 94 L-S 
三領域合計 (P+M) +(C-A) +(L-S) 
全領威 207 441 (15) 88 
図4. 症例3.Down症児若手4才6ヶ月
子ともの名前 K • K 生年月日 58.4.2
検査者の名前杉田
検査日 修正 粗大運動 微細運動 言語 社会性
62 月令 腹臥 座位 歩行 手f旨 認知 表現 思解 対人 自立
105 4816Qu 
15Qu 
14Qu 院後
13Qu 
12Qu 移5チ~ 務努
30jllQu wo 務勿 忽安彦
10Qu 院%〆 務勿
249Qu 物珍
8Qu 務移
7Qu 
1516 Qu 
5 Qu 
4 Qu 
3Qu 
312 Qu 
1 Qu 
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b) ミュンへン機能的発達診断法 発達プロフィーノレ
(90;;ぢタイノレ{直)
乙のプロフィ-)レは、その子どもについて解けた課題
の到達月令が相応する月令(生活年令)グループ最低要
求でかる90%水準からみてどれだけ到達しているかを示
している。
子どもの名前 A ・A
検査者の名前杉田
生年月日 61.3. 13 
検査日 修正 粗大運動 微細運動 言語 社会性
62. 月令 腹臥 盛位 歩行 手指 認知 表現 埋解 対人 自立
8.25 16Qu 
15Qu 
14Qu 
13Qu 
12Qu 
llQu 
27 10Qu 
9Qu 
8Qu 't0Y1 
1717 Qu 記「シ 千万存 ク~ 初?
1516 Qu 
'/; '/， 
12 5QU 
914 Qu 移~
3Qu 
2 Qu 
1 Qu 
*早産の場合は生活年令から早過き、た過数を号|かなけれ
ばならはし、。
例えば4週間早く生まれた14ヶ月の子どもの場合は、
修正年令13ヶ月となる。
M法において言語領場は， 言語表現，言語理解iζ分け
られている(表-4，表←5)。 言語発達をとらえてい
くうえで考慮すべき乙とは，単jとし、くつの有意味語が言
えるのかという ζとではなく，どのような状況の時1<:， 
また何を伝えるために音声を用いているのかをとらえて
いく乙とである。
言語発達について岡本 15)は，“子ともはことばをきわ
めて個性的にとらえ，決してオーム返し的tζ受けとって
いるのではない"と述べている。その例として次のよう
に述べている。“N児は周囲の大人たちは，それ以前か
ら玩具のスピッツに対して「わんわんJという語を用い
ており.N児も周囲の者の「わんわんはつ」という呼びか
けκ対しては必ずスピッツの方を正しく見る反応を示し
ていた。しかし..(中略) 彼女は自発的発声としては
「ワンワンJを用いず「ニャンニャン」をスピッツに適
用しているのである。乙の乙とは子どもは，他人の音声
の記号的把握(一般に理解語)と自己発声の記号化(自
(16) 
発的使用語)とはかなり独立した発透過程をとって進む
乙とを示唆しているように思える。"というのである。
乙の ζとは私達lζ言語発達をとらえる際， 私達大人が共
通lζ使う乙とばを発して初めて子どもが話す乙とができ
たととらえる ζとの危険性を示唆している。またさらに
岡本は初語の定義として“ 一応特定の音声が，特定の対
象(群)または特定の状況と結びついて使用される場合"
としている。検査においても初語を評価するのは言語発
途上非常K重要である。以上の乙とからM法の言語表現
の課題2最初の意味ある幼児語 (表-4)で一定の状況
(物)に対して一定の単語(音声)を用いているかを評
価していることは重要である。
と乙ろでζとばの機能として必初に考えられる乙とは，
:怠志を伝える ζとである。乙の頃の子どものことばを発
する動機つけとなる要因の lつは生男的要求や物への要
求である。乳幼児の人とのかかわり行動について野村聞
は，ケーラーのチンパンジーの実験と人間の赤ちゃんの
行動を比較し次のように述べている。 “チ ンパンジーは
棚の向乙うのえさをとるのに試行錯誤をくり返した結果，
俸をつぎ足して使うようになる。 一(中略)ー人間の赤
ちゃんをみると，ζのような問題解決のしかたはせず，
その前IL大人にとってく れと頼むのである。 "乙のよう
に人間の赤ちゃんは大人を守ってくれる，あるいは要求
を満たしてくれる4干在として考えており，それを一定の
音声や身ぶりによって表現してくるようになる。乙れは言
語表現領域の課題5意味のある音声表現で要求を しめす，
社会性の対人接触(表-6)の課題6身ぶりで要求表現
で評価されている。
またこの頃の背声で重要なポイン卜は模倣がみられる
か舌かである。選択的意図的模倣は，生後8カ月頃から
みられ，それ以前lζ母観の表情をまねる乙と は，“共
鳴動作 (co-action)"と呼ばれている。いずれにしても
乙のような模倣は前述した生型的欲求を満たす音声・とは
区別され「通じあいたい ζとへの要求 l勺としてみるこ
とができる。 ζのような模倣については言語表現(表-
4 )の課題3物音や声をまねる， 8要求された単語の復
唱， 1η2文重章Eの最後の単語の復唱て
ろで乙のi通垣じ合いたい乙とへの安要匂求として，社会性の対
人接触 (表-6)の課題3親しい人に後触を求めるで，
危険・空腹 ・疲労時以外で体をすりよせてくるかを評価
しているのは興味深い。
また実際の物についてその単語を発したり，理解をし
ていても，絵カ ドーで示されると物が2次元的になって
しまい，わからなくなる時期もみられる。 M法では，言
語表現 .f'TI解の両方で実際の物について尋ねる設問がさ
? ???
?
?
表 14.K式での言語 ・社会の領域の項伺
(1 : 0-3・0)
年齢 項 目 内 容
I : 0-
指差し行動
一度でも指さし行動がみら
I : 3 れればよい l 
1 : 3- 具体的な物と対応、した語の
I : 6 
話 実 3語
数を調べる(聴取可)
I : 6- 身体各部 目、鼻、 口、耳のうち 3つ
J : 9 3/4 を指示す
絵 f旨不
4コの絵を正しく指示する
4/6 
1 9- 絵の名称 6枚中3枚の絵の名称をい
2 : 0 3/6 う(幼児認で可)
2・0- 2数復唱 2数を復唱する
2 : 3 1/3 ( 3 i!J中 l回でよい)
絵の名称 I 6枚rjl5枚の絵の名物、を言
5/6 う(幼児語で可)
2 :3- 大小比較
大小の円を区別して指示す
2 : 6 3/3 5/6 
絵の名称E 6枚中5枚の絵の名称を言
5/6 う(幼児語は不可)
2 : 6- 3数彼日目 3数を復唱する
3 : 0 1/3 ( 3田中 l回でよい)
長短比較
長短の線を区別して指示す
2/3 5/6 
姓 名 自分の姓名を言う
性の区日1) 自分の性を正しく言う
れている(言語表現課題7，理解課題1)。
ところでK式については，表14の言語 ・社会の領域に
示されるように，どの項日も，乙とばを，私i主大人が使
うζとばとしてのみとらえている。またその乙とばもど
ういった状況でどのような物lζ対して使われているのか
は評価する対象となりえていなし、。特1L1..r半という時
期は，保健所の健診においても乙とばの問題がクローズ
アップされ，精a検夜を要求するとされたて子どもにこの
K式を使用する乙とも多L、。けれとも l才からu-半ま
でにみられる項目は，指さしができるか，~ñ~ (具体的
な物と対応した語)3語がでているか否かの2項目のみ
であり， 精密検査としては明らかに不十分である。
そζでK式の言語 ・社会の領域で Lt6カ月まで通過
し(すなわち指さし+話集3語+)それ以後は禾通過
であった正常児5例のM法の言諸領域はどのように評価
されているのかを示したのが表ー15である。
( 17) 
???
?， ??
表15.M式での言語評価，正常 5{91Jの実施結果
員¥寸TH K K D A K式での項目T E F N A 
言語表現
1.複す音る節を発声 十 十 十 十十
2:最る初幼児の意語味あ + 十 + 十十
3物音や声をま 十 十 十 十ねる
ノfノfあるいは + + 十 + 十4.77 
5意味ある音声 + 十 十 指さし行動十‘ 表現で要求示す
6幼児語で6つ 十 十 十 十 -語乗3語十の有意語
7尋ねられた物 十-の名を言う
8要求された単 十 十語復Eg
名詞 ・動詞・ 一9・形容詞を使う
10. 幼児穏で2語文話す
11. ~2枚の絵のう 絵の名称 I3/6 -ち8て況答える
言語理解
l要求された物 十十 十十 十-人を傑す
2禁止を鹿解す 十十 十十 十 メンメをf盟解十ι る
3簡単な要求に 十十 +1+ 十-従う
4. .1枚の絵の2 十一枚を示す
身体の部分 ー十5. <iつ)示す
6自分の名』
ζ反 一十 十十応
7. 1枚の絵の4 一 絵指示4/6-。枚を示す
8指示された2つの行動fl!解
身体の部分 一 身体各部3/4-9. ('3つ)示す
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いて音声模倣も要求表現もでており，また絵カードで物
の名は言えないものの，実際の物(ぬいぐるみ)には
“ワンワン"と言う乙とができた。また理解面1:おいて
も4枚の絵のうち 2枚は指させる，自分の名前IL反応す
る乙とができている。本症例では音声を利用した友現や
理解にかなり広がりをもってきているといえる。他の3
例 (K.E， D. N， A. A)も乙の 2{91Jの閣の発注 レ
ベルであるが， 5人が5人とも異なった評価されている
乙とは興味深い。
乙のように言語領域については適切なスモールステッ
プが総まれているが，社会性括主の対人綾触の領域(友一
12)においては項目12と項目13の問の90%通過月齢は22
カ月から32カ月と10カ月もはなれている。津守式乳幼児
発達診断法
l
叫は，乙の時期K社会性の項目として次のも
のをあげている。( )内の数字か90%通過月齢である。
18カ月 (21カ月)・回難な乙とKあうと助けを求める。
21カ月 (30カ月)・おとなに鉛筆をにぎらせて「ワン
ワンJrブープーjなどをかけと
せがむ。
21カ月 (24カ月)母とまま ζとのまねをする。
21カ月 (24カ月)他の人におもちゃ ，i$iji~.をみせび
らかし得;"@になる。
21カ月 (30カ月)他の子どもが母の膝にあがると悠っ
て押しのけたりする。
21カ月 (30カ月) 子どものあとをくっついて歩く。
21カ月 (30カ月)友だちと手がつなげる。
21カ月 (30カ月) 自分から外に遊びにでていく 。
24カ月 (30カ月)遊び友だちの名前が言えるように
なる。
24カ月 (30カ月)欲しいものがあってもいいきかせ
ればがまんして待つ。
以上のように非常に適切な項目がみられる。今後はこ
のような項目を参考忙して，さらに改良を加えて行きた
し、。
四検査と問診の組み合わせ
障害をもっ生活年齢6才の子どもの知能が検査によ っ
て2..1'.と評価されても，それは発達検査が計っている能
表からわかるようにH'Tでは， 言語表現領域lζおい 力において，という意味である。決してその子が2才で
て意図的な音声様倣(課題3)や音声を使った要求表現 あるというのではなL、。ではいったいど乙が2.J"児と途
(課題5)はでていない。しかし身ぶりでの要求表現 うのか?
(対人接触課題6)はできている。言語理解領域におい それには機々な意見があるだろうが， M法では身辺自
ても他の3ケースが自分の名前K反応できているのに 立(=自立性の領場)にその乙とがはっきりとみられる。
対し，反応がみられなかった。以上の ζとから乙の症 また身辺自立を評価する ζとは，本人の生活像をとらえ
例が言葉の広がりを見せるにはまだまだ時間がかかると る上においても有効である。
予想される。 ζれに対しK • Fでは，言語表現領域Kお 症例 4. (Down症児群，生活年令5才8カ月，図 5 
(8) 
杉印他:ミュンヘン法の抄訳の特徴 -275一
図5.症例4.Down症児5歳8ヶ月
子どもの名所jT . F 生年月日 56.10.31
検査者の名前杉田ね子
検査日 修正 f!l大運動 微細運動 言 語 社会性
62 月令 腹臥 座位 歩行 手Iti認知 或現 理解 対人 自立
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3Qul 
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参照)
Kx¥:においてはDA2歳1カ月と3平仰iされた。 M法で
も粗大・微細巡動， ZU5・H会 (対人緩触)の6領域は
7Qu-9Qu (21カ月-27カ月)と評価された。しか
し自立性(身辺自立)の領咳だけは13Quと3才を超え
た力をも っていると評価されている。
症例5. (Down症児，生活年令 5%1カ月，図-6
参照)
K式検査ではDA2自主6カ月と評価された。M法でも
図6. 症例5.Down症児5巌 lヶ月
子どもの名前 A . S 生年月口 57.7.3
検究者の名前杉田 tl子
検査日 修正 f!l大運動 微細運動 言 語 社会性
62. 月令 腹臥 座位 歩行 手t旨 認知 表現 理解 対人 自立
8.25 16Qu 
45 
421
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3gp4Qu 
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6領域は9Qu -12Qu (27カ月-36カ月)と評価され
ている。しかし自立性(身辺自立)だりは15Qu(45カ
月)と評価されている。
IVM法の問題点
検伐をしていく中でM法の問題点としてあげられる乙
とはスモールステップのと乙ろでも少し述べた。乙乙で
は他の点fCついて述べる。
言;否煙解の領成課題12・ 4前置詞がわかる"という
課題がある。乙れは箱と総本を lつずつチどもに与え
箱の上 (aufdieDose)，箱の下 (unlerd ie Dose)， 
箱の償 (nebendie Dose)，箱の後 (hinlerdie Dose) 
lζ白くように情示しできるかを評価する課題である。正
常児群5人fC乙の.;!I!題を試行した。それ以後の課題はで
きたにもかかわらずζの課題は全日ができなかった。こ
れは日本語とドイツ活の位置についての意識のk.Yl¥Icl正
づくのではないかと思われた。
また当然の乙とながら，名詞の後数形を言う課題(言
語表現20，衣 4) ，;t.日本では適用できなかった。
まとめ
忌近，防2~児に対する診断がますます早期に行われる
ようになって来たが，単i乙早期』ζ遅れを指摘するだけで
は，かえって織々な危険性をもたらす心配がある。遅れ
の早期発見を有効なものにするためKは，適切なJ平価や
適切な療育が行なわれる必変・がある。
今回抄訳を行なったミュンへン機能的発達診断法は， ミュ
ンヘン小児センターで使用されている評価診断法である。
正治・児20例， Down症児8例によ式行した結果①傾峻が
適切で多}j1(OIζわたるため，児の問題点.障害の像をあ
るfVirl切らかにすることが可能である②各領域ともスモー
ルステ yプで諜題か組まれているため，進歩の遅いチど
もでも発注の変化を知る乙とができた(特に言語傾戚)。
③身辺自立も評価されており，児の生活能力をとらえる
乙とができやすいなとの特徴がみられた。しかし課題の
性格上，日本ではそのまま適用できないものもいくつか
存在するなど改良すべき点も多くみられた。
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Summary 
It is getting earlier and earlier when babies are diagnosed as rnental retardation. Soon after diagnosed on， they should 
be watched closely and shaped up to their habilitation. For the purpose， we have reached for suitable method of develop-
rnental assessment on mentally handicapped children. We like to recomm巴nd"Munchener funktionelle Entwicklungs-
diagnostik 2 und 3 Lebensjahr， experirnental Fasung 1977， Handanweisung" as one of the most eniment rnethod， which 
we make here an abridged translation of. 
In the present sutdy 8 children with Down's Syndrome (aged 61 -96 mo) and 20 non-handicapped children (aged 
12 -36 rno) are examined using of the method. We judged it useful app1y to handicapped children bascd on folowing 
reasons. 
(1) It is easy to find what deficits they have because the method is divided into various categories adequately， such as 
gross motor， hand motor， perception， language expression， language comprehension， contact attitude， independency 
Oife practic泡).
(2) Each category has enough items arranged smal steps. 
(3) The method lays stress on an ability of life practice. 
(20) 
